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川越の伝統・文化を子どもたちに伝承していきます川越の伝統・文化を子どもたちに伝承していきます第30回
「金の指輪の物語～牛塚古墳のはなし～」

☆金の指輪が発見された牛塚古墳

☆「金の指輪」の物語　～洗練されたデザインはオリジナルのものなのか？～

　市内的場の牛塚古墳は、今から1,400年くらい

前に造られた全長47ｍの前方後円墳です。問題の

指輪は、銀金具のナイフや黄金の馬具などのきら

びやかな副葬品とともに後円部にある横穴式石室

から発見されました。

　2つの指輪は、いずれも直径2㎝ほどの大きさで、幅6㎜、厚さ1㎜の銅板を丸く曲げて作られていま

す。表面には金の薄板が被せられ、綾杉文と呼ばれる細かな文様がタガネで刻まれています。

 シンプルで洗練された牛塚古墳の指輪。このデザインは牛塚古墳オリジナルのものなのでしょうか？

実は牛塚古墳から約400㎞離れた大阪府南河内郡河南町のシシヨツカ古墳からも同じ工房で作られた指

輪が出土しています。

　近代以前、日本で金のアクセサリーが流行したのは、古墳時代の一時期だけでした。また、これらを

身に付けることができたのは、身分の高い有力者たちに限られていました。当時の畿内王権は、それぞ

れの地域を掌握するため、牛塚古墳やシシヨツカ古墳に葬られた有力者たちに官営工房で製作した指輪

を贈り、これを身に付けることを許したものと考えられます。

　　　　　博物館の「子ども体験教室」に参加してみよう！
　川越市立博物館では毎月第2・第3土曜日を中心に、「子ども体験教室」を

開催しています。この事業は小中学生を対象に、体験活動を通して、多くの

子どもたちに、川越の歴史や文化等に興味・関心を持ってもらうことをねら

いとして行っているものです。そのうちのいくつかを紹介します。

　和紙の里「小川町」から指導者の方に来てい

ただき、和紙の原料や作り方を教えてもらいま

す。その後、紙すきを行い、和紙を作ります。

★詳細については、川越市立博物館のホームページ（http://museum.city.kawagoe.saitama.jp/）をご覧ください。

　川越市教育委員会では、中学生が地域の人々とふれあう職場体験活動をとおして、勤労観や働く人
としての基礎的・基本的な資質や能力を育成し、たくましく豊かに生きる力をはぐくむことをねらい
とする「川越市中学生社会体験事業」を実施しております。昨年度は、延べ822事業所のご協力のも
と、2,737名の生徒が参加し、貴重な体験をすることができました。
　本年度も、実施を予定しておりますので、各中学校が本事業の依頼に伺った際には、ご協力くださ
いますようお願い申し上げます。また、新たに社会体験活動場所としてご協力いただける場合は、下
記までご連絡ください。
問い合わせ：川越市教育委員会教育指導課　生徒指導担当　TEL224－5483

▲現在の牛塚古墳

▲牛塚古墳から発見された指輪 ▲シシヨツカ古墳から発見された指輪

？

　今からはるかむかしの古墳時代。当時の人たちが

オシャレな指輪をしていたと言ったら、みなさんは

驚きますか？市内的場にある牛塚古墳からは、全国

的にも珍しい金の指輪が2つ出土しています。今回

はこの「金の指輪」についてお話します。 「和紙作りに挑戦」
　指導者の方から、掛け軸の話を聞いた後で、

自分の好きな絵を描き、部屋などに飾るミニ掛

け軸を作ります

「ミニ掛け軸作り」

　琴と三味線の指導者の方に来ていただき、琴

と三味線の演奏の体験をします。指導者の方に

は模範演奏をしていただきます。

「和楽器体験～琴・三味線に挑戦～」

平成27年度
川越市中学生社会体験事業 ～受け入れについてのご協力のお願い～

　贈り物の包み紙などにかける和紙でできたヒ

モを水引といいます。この水引を使ってきれい

な水引飾りを作ります。

「水引で飾りを作ろう」

■□■「金の指輪」は川越市立博物館にて常設展示されています。ぜひ、実物をご覧ください！■□■

～洗練されたデザインはオリジナルのものなのか？～
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教
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◆
い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
中
学
生

【
Ｑ
】
中
学
二
年
生
の
息
子
を
も
つ
親
で
す
。

　二
年
生
に
進
級
し
、
四
月
、
五
月
は
勉
強
や
部

活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

最
近
、
朝
な
か
な
か
起
き
て
こ
な
く
な
り
、
体
調

が
悪
い
と
言
っ
て
学
校
を
休
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　息

子
に
聞
い
て
も
何
も
話
さ
な
い
の
で
、
同
級

生
の
保
護
者
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
息
子
が
、
同

じ
学
級
の
複
数
の
男
の
子
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
息
子
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
も
で
き
ず
、
こ
の
ま
ま
学
校
に
行
け
な
い
状

態
が
続
い
て
し
ま
う
か
と
思
う
と
、
心
配
で
た
ま

り
ま
せ
ん
。
親
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

【
Ａ
】
毎
日
の
学
校
生
活
の
中
で
、
中
学
生
が
悩
み

を
抱
え
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
悩
み
の

原
因
が
い
じ
め
で
あ
る
場
合
、
本
人
か
ら
は
相
談
し
づ

ら
い
傾
向
が
あ
り
、
深
刻
な
ケ
ー
ス
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　お
子
さ
ん
が
何
か
で
悩
ん
で
い
る
時
は
、
ま
ず
は
、

保
護
者
の
方
が
お
子
さ
ん
の
思
い
を
受
け
止
め
、
そ
の

悩
み
が
い
じ
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
お
子

さ
ん
を
守
り
抜
く
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
と
、
す
ぐ
に
学

校
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

○
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
姿
勢
で
、

　「
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
？
」
と
問
い
か

　け
て
み
て
く
だ
さ
い

　い
じ
め
の
場
合
、
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も
が
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
お
子
さ
ん
が
送
っ
て
い
る
サ
イ
ン

（
体
調
不
良
や
登
校
渋
り
等
）
を
お
子
さ
ん
の
気
持

ち
と
と
も
に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
問

い
詰
め
た
り
、
結
論
を
急
い
だ
り
せ
ず
、
「
何
か
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
？
」
と
優
し
く
問
い
か
け
、

何
が
あ
っ
て
も
「
守
り
抜
く
」
「
必
ず
助
け
る
」
と

い
う
親
の
思
い
を
お
子
さ
ん
に
真
剣
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

○
学
校
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　い
じ
め
を
相
談
す
る
窓
口
と
し
て
学
校
を
お
勧
め

し
ま
す
。
い
じ
め
か
ど
う
か
判
断
に
迷
わ
れ
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
学
校
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
お
子

さ
ん
の
様
子
を
、
学
校
と
家
庭
で
情
報
共
有
す
る
こ

と
で
、
よ
り
的
確
に
お
子
さ
ん
の
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
適
切
な
対
応
を
学

校
と
相
談
し
て
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　各
学
校
で
は
、
い
じ
め
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
、

ま
た
は
、
い
じ
め
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
速
や
か
に
事

実
確
認
を
行
い
、
い
じ
め
問
題
の
対
応
を
ま
と
め
た

「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
解
消

に
向
け
取
組
を
い
た
し
ま
す
。

　一
日
も
早
く
お
子
さ
ん
の
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め

に
も
、
早
め
の
ご
相
談
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　他
に
も
、
相
談
す
る
窓
口
と
し
て
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
「
い
じ
め
相
談
直
通
電
話
（
☎
２
３
６

ー
１
８
１
８
）」
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
る「
い

じ
め
相
談
電
子
窓
口
」
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

6月～10月に子どもが参加できる各種講座6月～10月に子どもが参加できる各種講座

6.1

教
育
セ
ン
タ
ー
分
室（
リ
ベ
ー
ラ
）

　
面
接
相
談（
予
約
制
）…   

２
３
４-

８
３
３
３

　
電
話
相
談 

…   

２
３
４-
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３
５

中央公民館  TEL222-1394
　　　　 FAX226-2006

北公民館     TEL222-1400
　　　　 FAX229-1210

高階南公民館  TEL245-3581

スポーツ振興課  TEL224-6094

霞ケ関公民館  TEL231-1009　　　　

伊勢原公民館  TEL237-5676
　　　　　　FAX237-5677　　　　

川鶴公民館  TEL233-9306
　　　　  FAX239-1088
　　　　　　　　　

学校給食課  TEL223-6035
　　　　　　　　　

博物館  　　TEL222-5399
　　　  　　FAX222-5396

大東南公民館  TEL242-0498
FAX240-1755

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

〇

〇7月11日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝7月1日、9時から電話またはファクス

子ども体験教室
「うちわを作ろう」

7月23日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝7月2日、9時から電話またはファクス

8月5日　10時～15時30分  会場＝午前：博物館  午後＝美術館
申し込み＝7月7日、9時から電話またはファクス

夏休み子ども体験
「エコテープで縄文ポシェットを作ろう」

夏休み子ども体験
「ミニ弥生土器を作ろう」

子ども博物館教室
「親子で木をつかって遊ぼう」

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
7月29日　9時～16時
申し込み＝7月3日、9時から電話またはファクス

夏休み子ども体験
「探検！となりのまちの博物館」
夏休み子ども体験「ミニ灯ろうを
  作ろう（博物館・美術館共催）」

8月22日　10時～15時30分
申し込み＝8月4日、9時から電話またはファクス

7月25日・26日　①10時～11時45分 ②13時30分～15時15分

子ども体験教室
「布ぞうりを作ろう」

子ども体験教室
「香りを聞く？香道体験」
子ども体験教室
「水引で飾りを作ろう」

季節の遊び
「七夕かざりを作ろう」

8月25日　①10時～15時30分
申し込み＝8月5日、9時から電話またはファクス
9月12日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝9月1日、9時から電話またはファクス
10月3日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝9月2日、9時から電話またはファクス
10月24日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝10月2日、9時から電話またはファクス

7月24日　14時～15時30分　申し込み＝7月3日、13時30分から
直接、霞ケ関公民館へ（定員25人、参加費200円）

8月6日　14時～16時
申し込み＝7月7日、9時から来館、電話またはファクス（定員20人、
参加費300円）

7月24日・27日・29日、8月3日・5日　9時30分～11時30分　
対象＝小4～小6　会場＝川越運動公園総合体育館サブアリーナ
申し込み＝7月8日必着でハガキ

8月3日～7日　10時～12時
対象＝小3～小6　会場＝川越小学校プール
申し込み＝7月9日必着でハガキ

8月5日・6日・7日　9時45分～11時30分
申し込み＝7月7日、10時から直接、霞ケ関公民館へ（定員20人）

6月27日　13時30分～16時
申し込み＝受付中（電話またはファクス、定員30人）

8月4日・5日　10時～12時
申し込み＝7月3日、9時から来館、電話またはファクス（定員20人）

7月30日・31日　9時30分～12時　会場＝総合保健センター
申し込み＝7月8日必着でハガキ

11月3日　8時30分～15時10分　会場＝川越運動公園
申し込み＝9月頃募集開始（ウォーキング、綱引き）
8月8日・22日・29日　7時30分～9時30分　
会場＝川越スケートセンター　申し込み＝7月10日必着でハガキ

8月20日　10時～16時（受付は15時まで）
会場＝菅間学校給食センター

第1回8月8日（全4回）14時～15時30分　申し込み＝7月6日、
9時から来館、電話またはファクス（定員12組、参加費2,500円）

7月28日・29日　10時～12時　申し込み＝7月2日、9時から来館、
電話またはファクス（定員10組、参加費1,100円）

7月23・24・30日、8月3・6・7・24・25・27・28日
9時～12時

7月25日　9時30分～11時30分
申し込み＝7月10日必着で往復ハガキ、市ＨＰより電子申請またはファクス
8月5日　9時～11時45分
申し込み＝7月22日必着で往復ハガキ、市ＨＰより電子申請またはファクス
8月6日～10日　9時30分～11時30分ほか
申し込み＝7月15日必着で往復ハガキ、市ＨＰより電子申請

6月20日・7月18日・9月19日・10月17日　9時～11時

6月20日・9月19日　10時～11時
7月24日　10時～11時

10月25日　10時～14時

毎月第2・4月曜日　9時～13時

8月20日・21日　10時30分～12時

7月4日・9月5日・10月3日　13時30分～15時30分

7月27日・29日・30日、8月3日　9時30分～14時30分ほか
会場＝中央、北、芳野公民館ほか　申し込み＝7月7日必着で北公民館へ
往復ハガキ、市ＨＰより電子申請またはファクス（定員20人）

7月4日～11月14日　全6回　9時～15時ほか　
会場＝小畔川ほか　申し込み＝6月22日必着で往復ハガキ、市ＨＰ
より電子申請またはファクス

夏休みあそびの時間

伝承遊び「竹馬・竹とんぼ」

ペットボトルでロケットを作ろう

夏休み！わくわく体験隊

わくわく生きもの探検隊

子ども囲碁将棋広場
子ども卓球広場
土曜子ども映画会
パネルシアター

夏休み子ども映画会

おもしろ科学実験教室

夏休み子ども手話教室

かすみ子どもまつり

小畔川自然探検隊

親子料理教室

川鶴子ども地域会議

国産オオクワガタ飼育講座

小学生のための木工教室

川鶴地域推進交流事業

夏休み宿題大作戦

夏休み料理教室

給食センター見学会

ジュニア卓球教室

初心者ジュニア水泳教室

第12回
川越市生涯スポーツフェスティバル

スケート教室

中央図書館  TEL222-0559
　　　　 FAX224-7822

高階図書館  TEL238-7550
　　　　 FAX238-7551

川越駅東口図書館 TEL228-7712

西図書館     TEL237-5660

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

夏休み工作教室

どようおはなし会

7月24日　①10時～ ②15時～
申し込み＝7月2日、9時30分から電話またはファクス（定員各回20人）

7月23日・8月20日　①10時～11時 ②14時～15時
申し込み＝7月2日、9時30分から来館または電話（定員各回8人）

8月19日　15時～
申し込み＝8月5日、9時30分から来館または電話（定員10人）

7月23日　①10時～ ②14時～
申し込み＝7月9日、9時30分から来館、電話またはファクス（定員各回10人）

8月26日　16時～

どようおはなし会

8月6日　16時～

夏休みおはなし会

8月13日　16時～

8月14日　①10時30分～ ②15時～

8月20日　16時～

8月27日　16時～

毎週日曜日　11時～

7月28日・8月25日　10時～

ちょっとこわいおはなし会

ちょっぴりこわいおはなし会 8月21日　15時～

こわいおはなし会

こわいこわいおはなし会

夏休み工作教室

毎週土曜日　15時～

毎週土曜日　14時30分～

にちようおはようおはなし会

すごーくこわいおはなし会

夏休み工作教室

ぬいぐるみおはなし会

こわいおはなし会

かすかにこわいおはなし会
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